
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

安芸高田市では今年度、市民の意見を聞いて町づくりに反映するため懇談会を開催することとし、その方法とし

て支所別懇談会、自治懇談会（振興会単位）団体懇談会を計画されております。 

 今、横田振興会では旧横田小学校の跡地を利用して本会の活動の拠点となる施設を作りたいと考え、総務部が中

心となって検討に取り組んでおり、ひとつの構想をまとめているところです。 

しかしながら、この施設は市の財源で建設するものであり平成 18 年度着工、19 年度完成という予定で、市から

美土里町の 4 つの振興会へこの計画書の提出を求めているものです。したがって市の財政その他の事情に沿わなけ

れば実現しません。 

 そこで、本会では来る 2 月 25 日に高齢者コミュニティセンターで児玉安芸高田市長さんの出席をお願いして自

治懇談会を開催し、今横田振興会が考えている跡地利用構想について説明し、市の対処をお願いすることにしまし

た。 

当日は、横田振興会がこれからの地域づくりについて説明するとともに、それに基づいた施設の建設について市

長さんにお願いすることになります。 

各福祉区のリーダーを始め、市議会議員他関係者多数の出席を予定していますが、これを機として横田地区振興

の一つのきっかけとなる事を望みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
し
い
年
を
迎
え
て 

横
田
振
興
会 

 

会
長 

増
田 

亮
荘 

  

新
生
安
芸
高
田
市
が
発
足
し
て
か
ら
こ
の
三
月
で
一
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
一
年
、
横
田
振
興
会
の
活
動
は
決
し
て
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
四
月
二
十
二
日
、
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
の
際
の

「
祝
い
こ
み
」
や
八
月
の
「
夏
祭
り
」
そ
し
て
九
月
の
四
地

区
連
合
に
よ
る
「
敬
老
会
」
や
十
月
の
「
住
民
学
習
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
市
か
ら
の
委
託
に
よ
る
横
田
地
区
内

の
公
共
施
設
の
管
理
を
す
る
な
ど
横
田
地
区
振
興
会
の
道

を
模
索
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

ほ
と
と
ぎ
す
遊
園
の
草
刈
や
美
土
里
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
そ
し
て
旧
横
田
小
学
校
の

管
理
や
市
道
の
管
理
作
業
な
ど
は
市
か
ら
の
委
託
事
業
と

は
い
え
、
い
ず
れ
も
横
田
地
区
内
に
あ
る
私
た
ち
が
利
用
す

る
施
設
で
す
。 

 

『
私
た
ち
の
地
域
は
私
た
ち
で
作
り
、
私
た
ち
で
守
っ
て

い
く
』
こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
ひ
と
つ

の
方
向
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
、
横
田
小
学
校
の
跡
地
に
振
興
会
の
活
動
拠
点
施

設
を
建
設
す
る
と
い
う
方
向
で
十
一
月
ま
で
に
そ
の
具
体

的
な
計
画
作
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
横
田
振
興
会
で
は
来
る
二
月
二
十
五
日
に

児
玉
安
芸
高
田
市
長
さ
ん
を
招
き
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
懇
談
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

新
生
安
芸
高
田
市
の
も
と
で
の
横
田
振
興
会
は
横
田
地

区
に
住
む
人
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
計
り
な
が
ら
地
域
づ

く
り
の
推
進
隊
と
し
て
、
ま
た
市
行
政
と
地
域
と
の
架
け
橋

と
し
て
こ
れ
か
ら
一
層
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
う
し
た
振

興
会
の
活
動
は
横
田
地
区
の
み
な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
こ

ま
め
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
広
報
活
動
も
活
発
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

本
会
の
活
動
に
つ
い
て
お
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

員
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

発行：横 田 振 興 会 

編集：横田振興会 広報部 

平成 1 7 年 2 月 1 5 日 

 

と き：平成 17 年 2 月 25 日（金曜日）午後 7 時 30 分から 

ところ：高齢者コミュニテイセンター 

 

※ 駐車場について、高齢者コミュニテイセンターは数に限りがありますので

旧横田小学校をご利用ください。 
＜深夜まで振興計画について議論する役員の皆さん＞ 



各地域でとんどが盛大に開催されました！ 
 

 第１福祉区では、今年は１月１６日に向井と瀬木の２箇所に分かれて「とんど」をしました。平素はあまり子どもたちの顔さえ

見ることのないこの頃ですが、この日ばかりは大人も子どもも総出です。 

 当日は、心配した天気も崩れることなく好天に恵まれ、たくさんの竹を立てかけたとんどに火をつけると、ものすごい勢いで炎

が上がり、はじける竹の音は大きく辺りにこだましました。 

 火が燃え落ちるのを待って割り竹に挟んだお餅を焼き、ぜんざいに入れて食べました。 

 このお餅を食べると１年間風邪を引かないと言います。 

 今年もみんな元気で、良い年となるよう祈ります。 

 

 

【各地域の開催日時】 

１月 ９日 重信地域・横呂地域・第５福祉区 

１月１５日 上日南地域 

１月１６日 鳥信地域・清田地域・第３福祉区・岡の原・陰地地域 

 

第１４回 美土里駅伝（EKIDEN）競走大会開催のお知らせ！ 

当日は沿道でのご声援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中継及び選手集合場所 トップ通過予定時刻 

スタート ＪＡたかた旧北支所前  ９：３０ 

第 １ 生田モータース中継所 ９：３９ 

第 ２ 美土里体育センター中継所 ９：４７ 

第 ３ 宇丹工務所車庫中継所 ９：５４ 

第 ４ 旧 役 場 庁 舎 前 中 継 所 １０：０４ 

第 ５ 山 竹 商 店 前 中 継 所 １０：１３ 

第 ６ 原 子 さ ん 宅 前 中 継 所 １０：２０ 

第 ７ 迫 田 さ ん 宅 前 中 継 所 １０：３１ 

ゴール 美 土 里 支 所 駐 車 場 １０：４１ 

 

 

 
 

サイレン復旧のお知らせ！ 

旧横田小学校に設置されていたサイレンが昨年の台風等で破損

していましたが高齢者コミュニテｨセンター前の消防格納庫敷地に

移転し現在、午前 6 時とお昼１２時、夕方５時に作動しています。 

音量は一番小さな音なので近隣住民のみなさんのご意見等を聞

きながら調整していきたいと思います。 

 

平成１７年 ３月２０日(日) ※雨天決行 

開会式：午前 ８時４５分（安芸高田市美土里体育センター） 

出 走：午前 ９時３０分（ＪＡたかた旧北支所前スタート） 

 

 

 

 

 

 

第 5福祉区情報 

ちりも積もれば山となる 
上横田コミュニティ推進委員会では、環境部会を中心に、昨年の１１月から「ゴミの減量化」兼ねリサイクル事業をはじめました。 

具体的には、古紙（古新聞と古雑誌）の回収活動です。コミュニティの集会所に、回収場所を造り、チラシを配布して福祉区内の全世帯に協

力を呼びかけました。２ヶ月の経過を見て、１月に回収業者に引き渡しをしたところ、約１トン余の古紙の回収ができました。 

 ご承知と思いますが、旧美土里町時代からゴミ処理には大変な予算が計上され、毎年相当の税金を使ってきていました。 

安芸高田市においては、この税金の無駄使いをわずかでも少なくしようということで、ゴミの減量化のための助成制度が発足しています。

この制度は、古紙の回収にあたり、１㎏４円の助成がある制度です。 

上横田コミュニティでは、１１・１２月の２ヶ月間の古紙の回収で、約４０００円余りの収益がありました。 

これは、コミュニティの活動資金がわずかでも確保できましたし、各家庭ではシール代が不要になりました。 

そして、その分だけ税金の無駄遣いが少なくなることに貢献できたと思っています。更に、回収された古紙は、再生紙としてリサイクルさ

れますので、資源を大切にすることにも貢献できています。 

このごみの減量化のための回収活動は、アルミ缶、スチール缶の缶類の助成の対象になっています。 

上横田コミュニティでは、２月からは、この缶の回収にも取り組みます。アルミ缶は、ふれあいの家たんぽぽの活動支援のためですが、スチ

ール缶は市からの助成を受け、コミュニティの活動資金にするよう考えています。 

篤 志 

このたび新宅光博さんから、過日亡くなられた新宅ヨシコさん

の香典返しとして金一封を横田振興会へ寄せられました。 

振興会ではこれを地域づくりの貴重な財源として大切に使わ

せていただきます。 

ありがとうございました。 


